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参
議
院
議
員 

目
も
違
う
別
の
料
理
に
す
る
。
そ
ん
な
レ
シ
ピ
集
で
す
。
物
忘
れ
を
し

始
め
た
自
分
の
備
忘
の
た
め
に
自
由
時
間
を
使
っ
て
始
め
ま
し
た
が
、

出
来
上
が
っ
て
み
る
と
、
買
い
物
回
数
を
減
ら
す
新
し
い
生
活
様
式
の

一
実
践
例
に
な
り
そ
う
で
す
。
更
に
は
料
理
に
あ
ま
り
時
間
を
割
け
な

い
方
、
割
き
た
く
な
い
方
や
高
齢
の
方
に
お
役
に
立
つ
の
で
は
と
思
え

て
き
ま
す
。 

ご
興
味
あ
る
方
は
左
記
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 
http://fujii.tv/docs/202008_yam

am
oto.pdf

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
約
四
十
年
間
、
休
日
に
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
、
冷
め
て

も
、
温
め
直
し
て
も
美
味
し
い
料
理
を
作
り
、
主
に
冷
蔵
庫
に
保
存
し
、
毎
日
の
食
事

作
り
を
省
略
し
て
き
ま
し
た
。
六
十
五
歳
で
退
職
し
て
時
間
的
余
裕
が
で
き
、
そ
の
都

度
一
人
分
を
作
れ
ば
良
い
身
分
に
な
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
は
作
り
置
き
料
理
を
作
っ

て
し
ま
う
習
慣
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
作
り
置
き
料
理
に
ひ
と
手
間
を
加
え
て
、
見
た
目
や
味
を
変
化
さ
せ
て

別
の
料
理
に
変
身
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
変
身
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
四
か

ら
五
人
分
の
料
理
を
作
っ
て
、
変
身
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
蔭
で
近
年
で

は
、
買
い
物
や
、
料
理
の
下
ご
し
ら
え
や
、
後
片
づ
け
の
た
め
の
時
間
が
、
相
当
に
短

縮
で
き
て
い
ま
す
。 

東
京
で
は
二
月
下
旬
に
入
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が
毎
日

発
生
し
始
め
、
循
環
器
に
持
病
を
持
つ
身
は
、
外
出
を
自
主
的
に
自
粛
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
突
然
に
手
に
入
っ
た
自
由
時
間
の
使
い
道
と
し
て
最
初
に
手
掛
け
た
の
が
、

頭
の
中
に
あ
る
料
理
情
報
を
こ
の
機
会
に
取
り
出
し
て
字
に
し
て
お
く
こ
と
で
し

た
。
ワ
ー
ド
と
格
闘
し
な
が
ら
三
週
間
か
っ
て
取
り
ま
と
め
た
の
が
、「
常
備
菜 

変

身
さ
せ
て
時
短
か
な
」
レ
シ
ピ
集
で
す
。 

書
店
に
並
ん
で
い
る
よ
う
な
一
回
で
消
費
す
る
作
り
置
き
料
理
で
は
な
く
、
ま
た
、

単
な
る
伝
統
的
な
常
備
菜
で
も
な
い
、
変
身
さ
せ
ら
れ
る
常
備
菜
で
す
。
そ
れ
も
、

「
ま
・
ご
・
わ
・
や
・
さ
・
し
・
い
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
十
二
種
の
ス
タ
ー
ト

レ
シ
ピ
に
、
五
十
種
以
上
の
変
身
例
を
、
Ａ
４
版
１
７
頁(

４
５
字×

３
８
段)

を
使
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
ぶ
ら
下
げ
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
最
初
に
載
せ
た
「
ワ
ン
オ
ー
ル
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
」
は
、
ミ
ン
チ
肉

と
玉
ね
ぎ
か
ら
作
る
普
通
の
ハ
ン
バ
ー
グ
で
は
な
く
、
に
ん
じ
ん
、
き
の
こ
類
・
ピ
ー

マ
ン
・
パ
プ
リ
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
２
種
類
以
上
、
そ
の
外
に
も
た
ま
ご
、
食
パ
ン
及
び
牛

乳(

又
は
豆
乳)

ま
で
も
加
え
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
良
く
し
た
も
の
で
す
。
更
に
、

こ
れ
を
焼
い
て
ス
テ
ー
キ
で
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
手
間
加
え
て
、「
ピ
ー
マ
ン

詰
め
ハ
ン
バ
ー
グ
」、「
手
作
り
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」、「
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
」、「
ミ
ー
ト
ボ
ー

ル
」、「
メ
ン
チ
カ
ツ
」、「
れ
ん
こ
ん
は
さ
み
揚
げ
」「
ス
コ
ッ
チ
エ
ッ
グ
」、「
ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
」、「
チ
ー
ズ
グ
ラ
タ
ン
」、
な
ど
十
三
種
以
上
に
変
身
さ
せ
て
、
味
も
見
た 
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第
２
０
１
回
通
常
国
会
は
、
１
月
２
０
日
に
召
集
さ
れ
、
１
５
０
日
間
の

会
期
を
終
え
、
６
月
１
７
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
国
会
は
、
中
国
湖
北
省

武
漢
市
よ
り
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行

に
よ
り
、
そ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
や
、
国
民
の
活
動
自
粛

に
伴
う
経
済
の
縮
小
下
落
化
に
対
す
る
緊
急
支
援
策
の
策
定
等
が
大
き
な

課
題
と
な
り
ま
し
た
。  

ま
ず
、
１
月
２
９
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
今
国
会
最
初
の
質
問

に
立
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
、
丁
度
中
国
武
漢
市
か
ら
帰
国
第
一
陣
を
乗

せ
た
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が
羽
田
空
港
に
到
着
し
た
日
と
重
な
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
の
集
中
し
た
質
問
に
終
始
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
次
に
３
月
１
８
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
、
更
に
５
月
２
５
日
の

決
算
委
員
会
と
質
問
の
機
会
を
得
ま
し
た
。
特
に
決
算
委
員
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
２
波
、
第
３
波
に
備
え
、
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
る
病
院
、
薬
局
等
の
継
続
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の

対
策
の
実
施
、
唾
液
検
体
を
用
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、
抗
原
・
抗
体
検

査
薬
の
利
用
等
、
効
率
か
つ
迅
速
な
検
査
体
制
の
整
備
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療

薬
の
開
発
支
援
策
の
強
化
、
拡
充
を
要
請
し
ま
し
た
。  

こ
の
ほ
か
に
、
７
月
１
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
０
（
い
わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
２
０
２
０
）」
に
つ
い

て
薬
業
界
に
大
き
く
か
か
わ
る
項
目
と
し
て
、
次
の
点
が
明
記
さ
れ
て
お

り
ま
す 

①
薬
価
改
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
２
年
に
１
度
の
診
療
報
酬
等
の
改
定

の
中
間
年
に
も
薬
価
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
、
来
春
は
そ
の
初
め
て
の

年
に
当
た
り
ま
す
が
、
本
年
の
薬
価
調
査
を
踏
ま
え
て
行
う
来
年
度
の

薬
価
改
定
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

も
勘
案
し
て
、
十
分
に
検
討
し
、
決
定
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

②
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
、
病
院
と
診
療
所
の
機
能
分
化
・
連
携
等
を
推

進
し
つ
つ
、
か
か
り
つ
け
機
能
の
在
り
方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
か
か
り
つ

け
医
・
か
か
り
つ
け
歯
科
医
・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
の
普
及
を
進
め
る
。

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
、
電
子
処
方
箋
、
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指

導
、
薬
剤
配
送
に
よ
っ
て
、
診
察
か
ら
薬
剤
の
受
取
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で

完
結
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
等
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

③
海
外
依
存
度
の
高
い
医
療
機
材
、
医
薬
品
の
原
材
料
に
つ
い
て
、
医
療
現

場
で
必
要
と
な
る
感
染
防
護
具
や
医
療
機
材
、
医
薬
品
原
薬
等
の
確
保
・

備
蓄
、
国
内
生
産
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
薬
剤
師
の
国
会
議
員
と
し
て
、
医

療
技
術
の
発
展
と
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

第
２
０
１
回
通
常
国
会
活
動
報
告 

も
と
ゆ
き
会
顧
問 
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令和２年４月 1日（水） 
９時より全閣僚出席の決算委員会がＴＶ中
継され、１７時まで開催されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年４月 7日（火） 
安倍総理は改正新型インフルエンザ等対策
特別措置法に基づく「緊急事態宣言」を発
令しました。 

 
 
 
 
 
 
 
令和２年４月 10日（金） 

１０時より本会議が開催されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年５月２５日（月） 

１０時より開催の決算委員会に置いて国会
質問を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新型コロナウイルス感染症に絞り質問致しました。
それらは大きく分けて以下の４点。 

①医療は新型コロナウイルス感染症でてんてこ舞
いの状況ですが、その一方で受診控えも。日本薬
剤師会のデータによる薬局の処方箋受領の減少
について言及し、政府の対応を質問。 

②新型コロナウイルス感染症検査については、 

ⅰ唾液利用ＰＣＲ検査の状況等。 

ⅱ薬事承認が下りた国産抗原検査キットの活用。
ⅲ抗体検査の性能検査及びその活用方針。 

③国家間競争を思わせる国内外のワクチン開発の
動向と供給見通し。国産奨励に向けた政府支援策
拡充の必要性。 

④リポジショニング研究の進むコロナ治療薬研究
の現状。 

緊急事態宣言の全面解除後といって新型コロナウ
イルスが無くなるわけではありませんし、感染者の
発症がゼロになるわけでもありません。世界では感
染が急増しています。しかし、間違いなく我が国は
新しいステージに入ります。 

-2- 

藤井もとゆき国会日記 その１ 

新年度に入り初の委員会は決算委員会。コロナ対策
の一環･.３密対策として閣僚席間が拡げられ、議員
席も今までの３人掛けの机に議員２人。全閣僚入り
の TV 中継、９時から１７時過ぎまで委員会は、小
生を含め多くの関係者がマスクをつけての出席で
す。逆に巷では入手困難なのに、議員たちはマスク
有り？？との意見も気にはなります。決算委員会で
すが時節柄コロナがらみの質問が過半を占めます。
午後には専門家会議の開催が重なり、加藤厚生労働
大臣と西村担当大臣は離席でした。 

新型コロナウイルス感染症対策として、 

１．本会議場に入場する議員等全ての者は、入場前
には消毒液による手指消毒を行うこと。 

２．本会議場において議員等はマスクの着用に努め
ること。 

との申し合わせが既に行われており、更に着席間隔
を離す処置が施され、１０時より本会議が開催され
ました。外国弁護士による法律事務の取り扱い特別
措置法の一部改正法案など３法案について採決が
行われ、いずれも可決されました。 

対象は７都府県（東京、千葉、埼玉、神奈川、大阪、
兵庫、福岡）、期間は５月６日まで。宣言により、
各知事は外出自粛や営業休止要請の法的裏付けを
得ます。ただし都市封鎖や道路封鎖等は想定され
ず、外出自粛も現状とあまり変わらないものと考え
ます。違いがあるとすれば国民の意識に対する影響
度でしょう。感染しても８割は軽症で推移するとい
われています。一人一人が加害者になるかも知れな
いと考え行動をすること、それに尽きます。そして
医療崩壊を防ぎ、コロナ危機を乗り切りましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 5月 29日（金） 
  東京上空をブルーインパルスが飛行。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年 6月 17日（水） 

第２０１回通常国会の会期末処理が行われ
閉会しました。 

 
 
 
 
 
令和２年 6月 25日（木） 

15 時 30 分梶山経産大臣にジェネリック
医薬品関連の陳情に伺いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年７月 2日（木） 

１０時より国会閉会中の審査として厚生労
働委員会が開催されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年７月２1日（水） 

9 時より新型コロナウイルス関連肺炎対策
本部。 
15時より自民党本部ガバナンス小委員会。 
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１３時より厚生労働委員会、ＯＤＡ委員会、政治倫
理選挙制度特別委員会、決算委員会が、順次開催さ
れ会期末処理が行われました。 

１５時より本会議、平成３０年度決算についての是
認が行われ、その後航空法案および科学技術基本法
の一部改正法案について採決が行われいずれも可
決され、会期末処理が行われました。 

新型コロナウイルスに対応する医療従事者などに
対する敬意と感謝を示すため東京上空をブルーイ
ンパルスが飛行しました。 

新型コロナ対策に関して調査するための厚労委員
会が開催され、質問に立ちました。慰労金の対象と
して薬局の従事者が含まれていないとの厚労省の
これまでの答弁を引用しつつ、在宅患者への対応な
ど薬局薬剤師の業務が対人に拡大していることに
ついて加藤厚生労働大臣の感想を求めました。ま
た、新型コロナウイルスの抗体検査薬について、薬
機法による承認がなされていない試薬が使用され
ている問題について、厚労省の考えを質しました。 

「ジェネリック医薬品の将来を考える会」（会長は
上川陽子衆議院議員、小生は幹事長）の提言を持っ
て、15 時 30 分メンバーとともに梶山経済産業大
臣を陳情訪問しました。厚生労働省とも相談の上、
前向きに対処するとの回答を得ました。余談です
が、大臣の奥様は薬剤師さんだそうです。 

国会は閉幕したものの、新型コロナウイルス感染症
対策の検討が続きます。９時より新型コロナウイル
ス関連肺炎対策本部。検討テーマは直近の患者発生
状況等とＧＯ ＴＯキャンペーン問題。後者につい
ては政策決定プロセス及び広報について厳しい意
見が出されました。要は、政策が国民に正しく理解
され納得されなければいけないということです。
15 時からは自民党本部ガバナンス小委員会。第 2
波の襲来の前に、ガバナンス面からみての、これま
での検証と今後の対応策の検討です。本部司令塔機
能の構築、国と地方との役割分担等の見直し、リア
ルタイムでの情報集積等々です。 
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もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手連」
とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事務所
にお問い合わせください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 
http: //www.fujii.tv/ 

知己の出版社から書籍が贈られてきた。過去２年間ほどの雑誌連載エ

ッセイ２５著者分を取り纏めたもので、題して「私のエンディングノー

ト２５」という。 

拝読すると芸能、文化、政治と各方面で名を馳せておられる方々で、

皆様ご自分の人生を振り返り、ある意味達観の域に入っておられ自己法

則を見出されておられる。悪運、良運、努力、健康、老化と人生の分岐

点は様々であろうが、本邦では根拠は不確かながら陰陽道由来とされる

厄年なるものが平安時代には既に存在し、風習として根強く信じられて

きた。厄年のような考え方は本邦のみでなく、イギリスやスペインとい

ったキリスト教国、エジプトやトルコといったイスラム教国にもおなじ

ような風習があるという。 

反面、長寿祝いとして漢詩や漢字構成に由来する還暦、古稀、傘寿、

米寿など年齢の節目で息災を祝う風習は厄とのバランスがとれた生き

模様でしょうか。アメリカでは、ヒトの老化を長年一生懸命研究してい

る方々がおられ、昨年１２月初旬にスタンフォード大学神経学部門の研

究者たちが興味ある考察を「ネイチャーメディシン Nature Medicine」

に発表されています。曰く、ヒトの老化は３４歳、６０歳、７８歳で急

激に進むことがわかり、生理的老化は一定のペースで継続的に進行する

ものではない、ということです。 

この研究は、ヒトの血漿タンパク質２９２５種を１８歳から９５歳ま

での４２６３名ついて計測し、そのうち１３７９種のタンパク質レベル

は被験者の年齢によって明らかに異なっているということです。つま

り、多くのタンパク質は一定のペースで増減したり、生涯、同じレベル

を維持するのではなく、一定期間同じレベルを保ち、特定のポイントで

突然変動するということです。いずれ、抗老化医学の進展により老化を

遅らせる薬剤や治療法の開発などの応用が期待されましょう。１０年後

には人々のエンディングノートは様変わりしているかもしれません。 

 古稀を超えた暇人 

 
もとゆき会幹事  山下敬三 


